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今後の事業予定 
 
⼤韓⺠国 済州市 
済州⻘少年国際フォーラム

訪問区⺠ツアー
参 加 者 
募 集 

申込期限 
７月２６日 

昨年、荒川区と友好都市提携10周年を迎えた韓国済州市で、今年も⻘少年国際フォーラムが開催さ
れます。韓国済州道の友好都市である８か国の⾼校⽣と⼀緒に国際問題について英語で討論をします。
世界各国から参加する⾼校⽣とともに英語を使って交流をしてみませんか？フォーラムへの参加のほか、世界
自然遺産にも登録されている済州島の観光もあります。是非ご応募ください。 
 

開催日程  １１月２日（木）〜１１月６日（月）【4泊５日間】 
開催場所  ⼤韓⺠国 済州特別自治道 研修所 
活動内容  ・世界各国の⾼校⽣が済州の研修所において４つのテーマのグループに分かれ、英語で討論 

を⾏います。（平成２８年度は８か国２３都市１２５⼈参加） 
        ・テーマ論⽂（英語・⽇本語）を事前に提出します。 
        ・伝統文化体験と世界自然遺産を探訪します。 
        ・帰国後に派遣報告書（日本語）を作成します。 
参加費用  ３０，０００円（区からの補助があり、予定経費 

【渡航費用】の約１／２相当となります。） 
        ※お支払方法は一括払いのみ 
対象     荒川区内在住の高校生４人（書類と面接で選考）     済州国際フォーラム 
応募・面接 応募書類を協会事務局に持参または書留郵便 
        平成２９年７⽉２６⽇（⽔）必着 
        面接は８月３日（木）午前、荒川区役所にて実 

施予定 
問い合わせ 電話またはメールにて事務局までご連絡ください。 
 

 風光明媚な済州島 
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項目 収入 項目 支出 
補助⾦額 ６，６３６，０００円 在住外国人支援事業費   ２，２３８，７８０円 
会費収入  ５６２，０００円 国際理解啓発事業費 １，２８８，６７０円 
事業収入 ２，９７０，２９０円 交流事業費  ４，１６０，３１２円 
諸収入     ３２８，５３２円 管理費   １，０９８，２４５円 
収入済額 １０，４９６，８２２円 支出済額 ８，７８６，００７円 

収支差額 ※ １，７１０，８１５円 
※収⽀差額については、補助⾦交付元の荒川区に返還いたしました。 
 

5月2４日(水曜日)に開催した平成2９年度第1回理事会において、2８年度の決算及び事業実績につ 
いて了承を得ました。  
【平成2８年度荒川区国際交流協会 決算概要】 

「事務局便り」をe-mailで配信します！ 
 ぜひ、ご利⽤ください！ 

メール配信の⽅には、事務局便りだけでなく、オーストリア観光局の配信
等国際交流に関する様々な情報をお届けしております。 
是非ご登録ください。詳しくは事務局までご連絡ください。 

e-mail : bunka@city.arakawa.tokyo.jp   

編集後記 
 来月はいよいよウィーン高校生派遣が
⾏われます。ドイツ語の勉強など準備を
しっかりとして、実のある交流派遣になる
よう派遣高校生はもちろん、事務局も
精一杯がんばります。（⼩⻄） 

事業報告 

通訳ボランティア養成講座を開催しました 

平成２８年度の決算及び事業実績について 

６⽉１０⽇（⼟）国際医療福祉⼤学医学部医学教育
統括センター准教授の押⾒⽒を講師に招き、医療通訳の基
本知識、⼼構え、通訳時に気を付けるポイントなどについてお
話をいただきました。参加者からは押⾒講師の話が楽しく分か
りやすかったと大変好評でした。通訳ボランティア養成講座は来
年度も開催予定です。 
 

防災講座を開催しました 
６月８日(木)荒川消防署と尾久消防署、ボランティア 

のご協⼒のもと実施しました。昼の部では防災ビデオと講義
のあと、起震⾞とはしご⾞による体験、消火訓練などを実施
しました。夜の部では、防災ワークショップを⾏い、実際に災
害が発生したときに取るべき 
⾏動について学習しました。 
『備えあれば憂いなし』 
防災についての心構えをしっか 
りと身に付けることができた一 
日でした。 
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